
 

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクター設置要項 

 

公益財団法人日本スポーツ協会（以下「本会」という）は、本会「公認スポーツ指導者

制度」に基づき公認スポーツドクターの育成と活動促進を目的として「公認スポーツド

クター設置要項」を次の通り定める。 

 

１． 役割 

スポーツドクターの役割は次の通りとする。 

（１） スポーツ活動を行う者に対する健康管理と競技能力向上の援助。 

（２） スポーツ外傷･障害に対する予防、診断、治療、リハビリテーションなど。 

（３） 競技会等の医事運営並びにチームドクターとしての参加。 

（４） スポーツ医学の研究、教育、普及活動。 

（５） その他上記に準ずる必要な事項。 

 

２． 養成 

スポーツドクターの養成は、次の講習会によって行う。 

（１） 講習会の開催 

スポーツドクター養成講習会は、本会指導者育成委員会スポーツドクター

部会が、別に定める本会公認スポーツドクター養成カリキュラム（基礎科目・

応用科目）により企画、運営する。 

（２） 受講資格 

受講者は、受講開始年度の 4 月 1 日時点で日本国の医師免許を 4 年以

上有し、かつ原則として、本会あるいは本会加盟団体・準加盟団体（以下「本

会加盟団体」という）より推薦されたものとする。 

（３） 受講の免除 

講習会の受講者で、日本医師会認定健康スポーツ医に認定された者、ま

たは日本整形外科学会認定スポーツ医学研修会の総論Ａを修了した者は、

それぞれ発行された認定証または、修了証の確認など必要な手続により、講

習会における基礎科目 25単位の受講を免除することができる。 

 

３． 登録資格の審査 

審査は次の通りとする。 

（１） 本会スポーツドクター部会で審査する。 

（２） 審査を受けるものは、次の条件を備えなければならない。 

① 講習会の全単位（52単位）を修得した者。 

② 相当のスポーツ医学の臨床経験を有する者。 

 



 

４． 登録・認定 

本会公認スポーツドクターは、登録により認定される。 

登録については次の通りとする。 

（１） 前項の審査に合格した者は、「公認スポーツ指導者登録規程」に基づき、指

定された期日までに登録手続きを行う。 

（２） 本会は、手続きが完了した者に対し「認定証」及び「登録証」を交付する。 

(３) 登録による認定有効期間は、4年間とする。 

 

５． 登録・認定の更新 

（１） 認定の更新をしようとする者は、資格有効期限が切れる６ヶ月前までに本会が

定める研修を修了し、前項に準じた登録手続を行う。 

（２） 前号の研修は、本会スポーツドクター部会が別に定める。 

 

６． 組織 

公認スポーツドクター相互の連絡を密にし、活動促進、相互研修、情報交換、

広報活動等を図る組織として、加盟団体スポーツドクター代表者協議会を設置す

る。 

 

７． 特典 

公認スポーツドクターは、次の特典を受けることができる。 

（１） 本会が発行する情報誌やスポーツ医・科学研究報告書などの無料配布。 

（２） 本会ならびに本会加盟団体が実施する海外研修などを含む事業への参加資

格。 

 

８． 認定の保留、停止、取り消し 

本会公認スポーツドクターの認定保留、停止、取消については「公認スポーツ指

導者登録規程」に基づくものとする。 

 

附  則 

この設置要項は、昭和 57年 4月 1日から施行する。 

但し、この要項の制定を前提に昭和 52 年度以降本会が実施したスポーツ関係

臨床医相互研修会に参加し、これを履修し条件を満たした者はこの要項によって

養成されたものとみなし、本要項第 3 項による審査を受ける資格を有するものとす

る。 

この設置要項改訂は、平成 3年 4月 1日から施行する。 

この設置要項改訂は、平成 11年 3月 8日から施行する。 

この設置要項改訂は、公益財団法人日本体育協会設立の登記の日（平成 23 年 4

月 1日）から施行する。 

この設置要項改訂は、平成２6 年 3 月 7 日制定し、平成 26 年 4 月 1 日から施行す

る。 

この設置要項改訂は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

この設置要項改訂は、令和元年 6月 21日から施行する。 


